
1 .背 景 とね らい

アマランサスの栽培特性と機械化安定栽培法
( 農試 県 北分場、技術部、経営部)

アマランサスは、ヵルシウム ・リンの成分量が小麦粉 (強力粉 )と 比較 しておょそ
8倍、鉄分は2 4倍以上 と栄養価が高 く健康食品として関心が高まってきてぃる。今後
需要が高まることが予想され、栽培面積は拡大する可能性が高いが、栽培法、栽培体
系に関する研究が少ない現状にある。そこで栽培法 ・機械化体系について検討 した結
果、成果が得 られたので指導上の参考に供する。
2 .技 術の内容
( 1 )岩 手県に適合する有望系統は、成熟期、子実重等か らみてメキシヨ系 と岩大系
である。
( 2 )岩 手県北地帯におけるアマランサスの特性
ア.生 育特性
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3 )栽 培基準は以下のとおりとする。
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3 .指 導上の留意事項
ア.ア マランサスは自然交難 しやすく、前年にこぼれた種子に由来する株は雑ば
くであることから、連作はしない。
イ.吸 肥性が強いことから、作付け後は堆肥の施用等地力の増進につとめる。

4.試 験成績の概要
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図 1 生 育事例(平成 3年  メキシヨ系)

表 2 播 種期 ・栽植密度

基肥N(k〔/10■)―単瓶肥(t/〕03)~追 肥 (kr/10■)

図2 施 肥試験 (平成 6年  メキシヨ系)

表 3 コ ンバインの作業精度  (本 場 )

播種期 株 間
(月.日)(cm)
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6。 1    2 0

6 .  1    1 0

6 . 1   5

6 . 1 5    2 0

6 . 3 0    2 0

9。27   2 0 2

9 . 2 7   2 1 2

9 . 2 7   1 6 8

1 0 .  1   2 2 3

1 0 ,  7   2 3 4

2 . 3   6 6 . 7   2 9 8

1 . 9   5 7 . 4   4 0 1

1 . 3   3 6 . 7   3 4 6

2.6  69.2  289

2.4  61.3  204
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※平成 4年 メキシヨ系、畦幅70cm

施肥量 N;2、PaOs,6、K20;3(kg/10a)

※播種期:H2.5.28、施肥量N;6,n Os;lo,KЮ ;6(kg/10a)、蛙幅100cm、株間30cHI

県北分場
5 月3 0 日打種 県北分域

6月 14ロ

括種

平成 6年度
豆・ツド 1 汎用
10/26  1 11/9
降霜後 1降霜後

作業速度(m/s)
刈取高さ(cm)

頭部損失 5,2
(刈り残)(1.9)
脱穀選別 12,7

小 計  17.8
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